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6 章　円

確認問題１ 　右の図で、点Ａを通る円Ｏの接線　AP、AP’ 
を作図しなさい。

AO

確認問題２ 　右の図の¼ABC　で、辺　AB　上に点Ｄをとる。 
辺　AC　上に、−BPC=−BDC　となる点Ｐを作図しなさい。

A

B C

D

覚えよう！
円と接線

⑴　円の接線は、接点を通る半径に垂直である。(①)
⑵　円外の1点から、その円にひいた2つの接線の 
長さは等しい。(②)

1 ①

¾

O

A

B

OP

②

例題  　右の図で、点Aを通る円Oの接線　A　P、A　P’ 
を作図しなさい。

••••••••••••••••••••••
解　 AP、AP’　は円Ｏの接線だから、APflOP、
AP’flOP’となるので、Ｐおよび　P’　は　AO　を 
直径とする円周上にあるといえる。
作図手順は、①AO　の垂直二等分線をひき、AO　の中点を　O’　とする。

②中心が　O’、半径が　O’A　の円をかき、円Ｏとの交点をＰ、P’　とする。
③ＡとＰおよびＡと　P’　を通る直線をひく。

A O
答

A OO’

P’

P

チェック1　円周角の定理と作図⑴

例題  　右の図の半直線　CX　上に、−ABC=−APC　となる点Pを
作図しなさい。　

•••••••••••••••••••••••••••••
解　 3点Ａ、Ｂ、Ｃを通る円と半直線　CX　との交点をＰとすれば、
円周角の定理より、∠ABC=∠APC
作図手順は、① AB、BC　それぞれについて垂直二等分線をか

き、その交点をＯとする。
② 中心がＯ、半径　OA　の円をかき、半直線　CX
との交点をＰとする。

A

B

C

X

A

B

C

X

O

P

答

チェック2　円周角の定理と作図⑵

教科書単元
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6 章　円

確認問題４ 　右の図の　¼ABC　で、3辺が円ＯにＤ、Ｅ、Ｆで接する。
⑴　CE　の長さを求めなさい。

 〔 〕
⑵　AB　の長さを求めなさい。

 〔 〕

A

B C

D

E

F
9　cm4　cm

11cm

O

確認問題３ 　右の図で、PA：PC=PB：PD　であることを次のように証明した。
〔　〕をうめなさい。
(証明)　¼ACP　と　¼BDP　において

C⌒D　に対する円周角は等しいから
−CAP=〔ア 〕……①

また、　−P　は共通……②
①、②より、〔イ 〕から

¼ACP½¼BDP
対応する辺の比は等しいから

PA：PB=PC：PD
よって　PA：PC=〔ウ 〕

A

B

C

D

PO

例題  　右の図の　¼ABC　で、3辺が円Oに、D、E、Fで接するとき、次の線分の長さ
を求めなさい。
⑴　BE ⑵　BC

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
解　⑴ 　円外の1点から、その円にひいた2本の接線の長さは等しいので、 

BE=BD=8　cm
⑵ 　AF=AD=5　cm、EC=FC=AC-AF=11-5=6(cm)　だから、 
BC=BE+EC=8+6=14(cm)

 答　⑴　8　cm　　⑵　14cm

A

B C

D

E

F

O

5　cm

8　cm 11cm

チェック4　円と接線

例題  　右の図のように、円Oの円周上に4点A、B、C、Dがある。弦　AC　と　BD　との
交点をEとすると、¼A　EB½¼DEC　であることを証明しなさい。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
解　(証明)　¼AEB　と　¼DEC　において

B⌒C　に対する円周角は等しいから
∠BAE=∠CDE……①

A⌒D　に対する円周角は等しいから
∠ABE=∠DCE……②

①、②より、2組の角がそれぞれ等しいから
¼AEB½¼DEC

A

B
C

D

E

O

対頂角は等しいから、
−AEB=−DEC
としてもよい

チェック3　円周角の定理と証明

東書
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6 章　円

円周角の定理　次の図で、−x　の大きさを求めなさい。
⑴　 ⑵　 ⑶　

〔 〕 〔 〕 〔 〕
⑷　 ⑸　 ⑹　

〔 〕 〔 〕 〔 〕
円周角と弧　次のxの値を求めなさい。
⑴　 ⑵　 ⑶　

〔 〕 〔 〕 〔 〕
円周角の定理の逆　右の図で、−APB=−AQB=90ß　であり、点Ｒは線分　AQ、

BP　の交点である。この図形について、次の〔　〕をうめなさい。
・4点Ｐ、Ａ、Ｂ、〔ア 〕は1つの円周上にある。
・点Ｐは線分〔イ 〕または線分　AR　を直径とする円周上にある。
円周角の定理の逆　次の図で、−x　の大きさを求めなさい。
⑴　 ⑵　 ⑶　

〔 〕 〔 〕 〔 〕
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6 章　円

円周角の定理と作図　次の問に答えなさい。
⑴ ⑵

　

円周角の定理と証明　右の図で、線分　AB　は円の直径であり、点Ｃ、Ｄはこの円
の周上にある。点Ｄから線分　AC　に垂線をひき、その交点をＥとする。
このとき、¼ABD½¼DCE　であることを証明しなさい。

　

円周角の定理と証明　右の図のように、3つの頂点が1つの円周上にある　¼ABC
がある。辺　AB　の中点をＤとし、辺　BC　上に点Ｅをとって、DE　の延長と円周との交
点をＦとする。次の問に答えなさい。
⑴　AD=DE、−BAE=40ß　のとき、−ABE　の大きさを求めなさい。

 〔 〕
⑵　AC°DF、AC=DF　のとき、−ABC=−BAF　であることを証明しなさい。

　

円と接線　右の図の　¼ABC　で、3辺が円ＯにＤ、Ｅ、Ｆで接するとき、次の線分
の長さを求めなさい。
⑴　AB

 〔 〕
⑵　AC

 〔 〕

1単元25
1、2

　点Ａを通る円Ｏの接線　AP、AP’　を作図しなさ
い。

　下の図の半直線　DX　上に、−BPC=−BAC　となる
点Ｐを作図しなさい。ただし、点Ｄは辺　BC　上の点
とする。

AO

A

B CD

X

2単元25
3
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C D

E

3単元25
3
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B C

D

E

F
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O
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5　cm

10cm

単元25
4

東書

練　習　問　題 その2
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6 章　円

次の図で、円周上の点は円周をそれぞれ等分する。−x、−y　の大きさを求めなさい。
⑴　 ⑵　 ⑶　

−x〔 〕 −x〔 〕 −x〔 〕
−y〔 〕 −y〔 〕 −y〔 〕

右の図で、次のような関係があるとき、点Ａ、Ｂ、Ｐ、Ｑの位置関係はどの
ようになっていますか。下のア～ウから選びなさい。
⑴　−APB=70ß、−AQB=60ß
⑵　−APB=70ß、−BRQ=80ß、−PBQ=30ß
⑶　−PAR=30ß、−ARB=100ß、−AQB=80ß

ア　点Ｑは、3点Ａ、Ｂ、Ｐを通る円の周上にある。
イ　点Ｑは、3点Ａ、Ｂ、Ｐを通る円の内部にある。
ウ　点Ｑは、3点Ａ、Ｂ、Ｐを通る円の外部にある。

 ⑴〔 〕　⑵〔 〕　⑶〔 〕
右の図で、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは円周上の点である。Ｅは弦　AC　の延長上に、Ｆは

弦　BD　の延長上にあり、CD°EF　である。このとき、4点Ａ、Ｂ、Ｅ、Ｆは1つ
の円周上にあることを証明しなさい。

　

右の図のように、四角形　ABCD　の4つの頂点は円Ｏの周上にあり、EF°CD�
である。このとき、¼ABC½¼EFD　であることを証明しなさい。

　

1単元24
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東書
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6 章　円

右の図で、4点Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、点Ｏを中心とする円の周上にあり、BD°CO　で
ある。−ACO=42ß、−BDO=26ß　であるとき、−ABD　の大きさを求めなさい。

 〔 〕
右の図のように、半円Ｏの周上に3点Ａ、Ｂ、Ｃがある。点Ｏと点Ａ、点Ａと点Ｃ、
点Ｃと点Ｂをそれぞれ結ぶ。OA°CB、A⌒B：B⌒C=1：3　のとき、−ACB　の大きさを求
めなさい。

 〔 〕
右の図のように、¼ABC　の頂点Ａから辺　BC　に垂線　AH　をひき、AH　の延長上

の点Ｄから辺　AB　に垂線　DE　をひく。次に、辺　AC　の延長上に、−DAF=−DEF
となるように点Ｆをとる。次の問に答えなさい。
⑴　¼ABH½¼ADE　を証明しなさい。
　

⑵　4点Ｂ、Ｆ、Ｃ、Ｅは、1つの円周上にあることを証明しなさい。
　

右の図のように、円Ｏの周上に4点Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄがあり、−ABC=−ACO、
A⌒B=2C⌒D　である。また、AC　と　DO　との交点をＥとする。次の問に答えなさい。
⑴　¼ABC½¼ECO　であることを証明しなさい。
　

⑵　−ABC　の大きさを求めなさい。

 〔 〕

1 A

B

C

D

O

26ß
42ß

2
A

B

C
O

3 A

B CH

D

E

F

4 A

B C

D
E

O

Keyプラス その応用力UP！

東書

〜円の性質〜
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6 章　円

　次の空欄をうめなさい。

〈円周角の定理〉（図1）

円Ｏにおいて、A⌒B　を除く円周上の

点をＰとするとき、−APB　を　A⌒B　に

対する　という。

また、A⌒B　を円周角　−APB　に対する

　という。

1つの弧に対する円周角の大きさは

　であり、その弧に

対する中心角の　で

ある。

図2で、
−APB=−　

 = 1
2 −　

〈直径と円周角〉（図3）

線分　AB　を直径とする円の周上に

Ａ、Ｂと異なる点Ｐをとれば、

−APB=　ß

である。

逆に、円周上の3点Ａ、Ｐ、Ｂについて、−APB=90ß

ならば、線分　AB　は　になる。

〈円周角と弧〉　1つの円において、 

等しい円周角に対する弧は

　。

等しい弧に対する円周角は

　。

図4で、
−APB=−CQD　ならば、A⌒B=　
A⌒B=C⌒D　ならば、−APB=−　

〈円周角の定理の逆〉（図5）
4点Ａ、Ｂ、Ｐ、Ｑについて、

Ｐ、Ｑが直線　AB　の同じ側にあ

って、

−APB=−　

ならば、この4点は1つの円周

上にある。

図1

A B

O

P 円周角

中心角

ア

イ

図2
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図3

A BO

P

キ

ク
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図5
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P Q

ス

　円周角の定理� 単元241

〈円と接線〉

円の接線は、その接点を通

る　に垂直

である。

図6で、
¾fl　

円外の1点から、その円にひ

いた2つの　

の長さは等しい。

図7で、PA、PB　が円Ｏの

接線のとき、

PA=　となる。

このことは、次のように証明することができる。

¼PAO　と　¼PBO　において、

PA、PB　は円Ｏの接線だから、

−PAO=−　=　ß

円Ｏの半径だから、OA=　

また、PO　は共通

よって、直角三角形の斜辺と他の　が

それぞれ等しいから、¼PAO×¼　

したがって、PA=PB

［参考］

〈三角形の面積と三角形の3辺に接する円の半径〉

図8で、¼ABC　の3辺

は円Ｏと接している。

接点をそれぞれＰ、Ｑ、

Ｒ、円Ｏの半径をrと

する。

このとき、¼ABC　の面積は、

¼ABC=¼BCO+¼CAO+¼ABO

 = 1
2 ar+ 1

2 br+ 1
2

　cr

 = 1
2 (a+b+c)r

図6

P

O

接線
接点

¾

ア

イ

図7

P

O

A

B

ウ

エ

オ カ

キ

ク

ケ

a

c b

r

図8

P

O
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B C

Q
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¼ABC　の周の長さ

　円周角の定理の利用� 単元252

東書

重要用語と公式の穴うめ問題知識・技能



145

6 章　円

円周角の定理　次の図で、−x　の大きさを求めなさい。
⑴　 ⑵　 ⑶　

〔 〕 〔 〕 〔 〕
⑷　 ⑸　 ⑹　

〔 〕 〔 〕 〔 〕
⑺　 ⑻　 ⑼　

〔 〕 〔 〕 〔 〕
⑽　 ⑾　 ⑿　

〔 〕 〔 〕 〔 〕
⒀　 ⒁　 ⒂　

〔 〕 〔 〕 〔 〕
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x

A

B
C

O

125ß
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東書

重要パターン問題知識・技能
●円周角の定理
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6 章　円

1　円周角と弧の利用
　右の図は、円周上に5つの点をとり、1つおきに結んだものです。
　このような図で、印をつけた角の和について、考えてみましょう。

　次のように角とそれに対応する弧を整理してみましょう。

　上の表で、弧の和を考えると円1周分になります。円1周分に対応する中心角は　360ß　だから、 
−A、−B、−C、−D、−E　の円周角の和は、その半分の　180ß　になります。

下の図は、円周上にいくつかの点をとり、その点をある規則にしたがって結んだものである。円周角の定理
を使って、印をつけた角の和は何度になるか求めなさい。
⑴　円周上に8つの点をとり、点を2つおきに結ぶ ⑵　円周上に9つの点をとり、点を1つおきに結ぶ

〔 〕 〔 〕

Ａさんが休日に出かけた公園の図を見て、昼の弁当を食べた場所がどこなのかを考えている。 
次の 内は、公園で弁当を食べたときのようすについて話している、ＡさんとＢさんの会話である。

Ａさんが昼の弁当を食べた場所はどこですか。Ａさんが昼の弁当を食べた場所をＳとして、点Ｓを作図によ
って求めなさい。

A

B

C
D

E

−A −B −C −D −E

C⌒D D⌒E E⌒A A⌒B B⌒C

1

A
B

C
G

H

D
E

F

A
B

C
G

I

H

D
E F

2　円周角の定理の逆の利用
2

Ａさん：わたしが休日に出かけた公園は、下の図のように長方形の形をしていたよ。
Ｂさん：図の中にあるＰ、Ｑ、Ｒは、3本の大きな木だね。
Ａさん： そうだよ。わたしは、昼の弁当を食べた場所で、木Ｐが正面になるように体を向けたあと、体を

30ß　右に動かしたら、木Ｑが正面にあったんだ。
Ｂさん：そのあとはどうしたの？
Ａさん：そのあと、さらに体を　150ß　右に動かしたら、木Ｒが正面にあったんだ。
Ｂさん：なるほど。これで、Ａさんが昼の弁当を食べた場所がわかるね。

P

Q

R

東書

思考・判断・表現 思考と活用問題
●円周角と弧の利用　
●円周角の定理の逆の利用
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6 章　円

右の図で、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは円周上の点である。次の問に答えなさい。
⑴　AD°BC　ならば、A⌒B=C⌒D　であることを証明しなさい。

　

⑵　A⌒B=C⌒D　ならば、AD°BC　であることを証明しなさい。
　

右の図で、Ａ、Ｂ、Ｃは円Ｏの周上の点である。∠A　の二等分線と
辺　BC、円Ｏとの交点をそれぞれＤ、Ｅとするとき、¼ABE½¼BDE
　であることを証明しなさい。

　

右の図で、Ａ、Ｂ、Ｃは円周上の点で、¼ABC　は正三角形である。
A⌒B　上に点Ｄをとり、線分　DB　の延長上に　ED=EC　となる点Ｅをとる
とき、次の問に答えなさい。
⑴　¼CDE　は正三角形であることを証明しなさい。
　

⑵　AD=BE　であることを証明しなさい。
　

1　円の性質と証明
1

A

B C

D

2 A

B CD

O

E

3 A

B C

D

E

東書

思考・判断・表現 高得点をめざす問題
●円の性質と証明


